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輸血用血液製剤でHIV感染が疑われる事例について  

1．経緯等   

、ド成15牛t＝j51l、後天性免疫不全症候群発牛届にて感染経路として輸   

血が考えられるI11V感染者が報㍍されたとの情報を人手こ）l青＝l、、1j該報‡！‡医   

が、巨司刺列について副作用感染症報筈を「1本赤ト′ト往に阻1i、これを受けて   

同社による調査が開始され、その結果が、、ド戒15勺二1（り」30卜1に開催された   

第95回エイズ動向委員会（委員長：吉倉廣l小l／二感染右1‡研究所長）に報告され   

た 

2．事 例  

50歳代の男什で平成15年の3月～7ノ＝こ赤血球製剤（M八l－16単位）   

の輸血を受けた後、実施した血液検査においてIlIV感染を確認（Wlう検査   

陽惟）。報告医は感染経路として輸血を疑っている 

3．事実関係  

1）輸血された輸血川血液製剤について   

・当該感染者には、8人の供血者から採1†11＿された赤血球製剤（MAP）が  

8本（保管検体の個別NATはいずれ車、陰件）投与一された 

2）他の血液製剤への影響について   

・投与された赤血球製剤の原料血液からは、他に新鮮凍結血賠と血簗分画  

製剤川州京料1fll＿騰が製造されていた。、   

・原料血欒については流通を停止。   

・新鮮凍結血柴については3本が製造されており、既に他の医療機関で3  

名の悪者に投り▲されていた。（他に行方不明の製剤はないし））   

3）新鮮凍結血駿の投Jブ・を受けた3名について   

・l名は既に原疾患により死亡   

・残り2㌢．については輸血後（約6カノj後）の抗体検査で陰性。   

4．エイズ動向委員会での専門家からの意見  

．訂昔会見では、「Il廿の感梁が輸血川血液製剤によるか追求すれば、患者   

のプライバシーに関わりうるケースである。」との発言があった。   

5．エイズ動向委員会後の事実経過   

1）健康状態の確認を行っていた2脅’，の受血者－は、いずれそ）感染していな  

かったことが確認された。  

2）供血者の次回献血での検査については、8名中6名が来訪し、感染し  

10月9Fl現在、残る2名  ていなかったことが確認された（平成20  

のその後来所なし）。   

6．今後の対応  

当該感染者のプライバシーの最人限尊重を徹底しつつ、引き続き調査を   

継続するよう指導してまいりたいこ〕  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  
（3月22日報告）について  

1 経緯   

平成16年3月22日及び30日、日本赤十字社から輸血（人血小板濃厚液及び人  
赤血球濃厚液）によるmV感染の疑い事例の報告があった。   

2 事例   
70歳代の女件。原疾患は急性骨髄性白血病。平成15年10月5日～平成16年  

1月22日の間に、輸血を計18回（人血小板濃厚液10単位を11袋分並びiこ人赤   
血球濃厚液1単位を3袋分及び2単位を4袋分）受ける。   

輸血前の血液検査（平成15年10月3日）ではIiBs抗原及び抗体検査（H型肝  
炎ウイルスの検査）はいずれも陰性であったが、輸血後の平成16年3月19［lに実  

施したIiBs抗原検査は陽性、肝機能検査（GOT、GPT及びLDH）は高値を示す。  
患者は4月26「1に死Lしたことを確認済み。死因は呼吸不全及び腎不令。   

3 状況  
（1）輸血された血液製剤について  

○ 当該患者には、37人の供血者から採血された血小板製剤及び赤血球製剤を輸  

血。  
○ 当該製剤に関わる血祭のうち、4人分由来の5本が新鮮凍結血墳（FFP）とし  

て医療機関へ供給された（残りは原料血祭）。  

（2）37人の供血者について  
37人の供血者のうち、32人の献血者がその後献血しており、検査は陰性であ  

った。 （平成20年10月9日現在、残る5人のその後の来所なし）。  
（3）供血者の個別NATの試験結果  

供血者37人の保管検体について、個別NATを実施したところ、全て陰性であ  

った。  

（4）患者の保管検体の個別NAT及びHB s抗原の試験結果  

平成16年3月19日（輸血後）の医療機関に保管されていた患者検体は個別  

NAT及びHB s抗原検査はいずれも陽性（輸血前は保管されていなかった）。  

（5）輸血とHBV感染との関連  

現在のところ、輸血とHBV感染（当該事例の死亡原因を含む）の因果関係につ  

いては不明。   

4 今後の対応  
（1）当該事例への対応  

○ 医療機関へ供給した5本の新鮮凍結血祭に関して情報提供した医療機関にお  

ける受血者（患者）5孝一の健康状態を確認した結果、輸血後陰性が2名、不明が  

3名であった。  

0 37人の供血者のうち、その後献血に来ていない5人のフォローを行う。  

（2）血液の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  
（11月26日報告）について   

1．経緯   

、ド成16隼11Jj261l、ル本赤十′i：什から輸血（新鮮凍結1fll＿購）によるⅠ‖弓V感   
染の疑い■糾列で揖甘が死亡した症例の報ハがあったこ）   

2．事例  

70歳代〃）牲卜′Ll症疾揖は消化器腫瘍（転移作肝轍を含む。）。，、n成16牛3月1   

211から1511よで4＝lJりに亘り、プロトロンビン帖l肛延長び）ため、輸血を（新鮮凍   

結IilL駿合計36単位23本）受ける 

輪血前のIhl▲液検査（2Jj2と川）では、tltミs抗原検査陰件であ／）たが、平成16   

咋10ノー4【1に肝機能検査伯異常がみとめられ、黄痕を■t‡したた扉）、10月8Flに検   

たしたところ、tltミs抗原陽件、lIIミs抗体陰性が確認され、急什Iう呼川「炎と診断さ   

れた。11日17【lにん大量胸水を呈した後、呼吸l失態悪化により死亡した。また、  
、n成15年5月のf術の際に行新鮮凍結血＿駿2単位22本、赤血球M∧f－2中位3本   

の輸血を受けている 

3．状況  

（1）輸血された血液製剤について   

① 当該患者には平成16隼3J＝／‘）輸血時に2：う人の仲川IL／宵・から採血された新鮮凍  

結血柴を輸lれ，また、平成15隼5Jれ′こ25人の供血者から採血された新鮮凍結  

血柴及び赤血球MAI〕を輸血。   

② 平成16年3月輸血▲のイ則1l▲昔と同 ▲の供血音に由来し、同時に製造された掠料  

血腫は㌢本が確保、10本は使用済み、新鮮凍結血柴10木及び赤血球MAf）2  
3木は全てl吏療機関に提供済み 

③ 平成15年5月輸血の供血者と同 一の供血者に由来し、l刷凧こ製造された原料  
血柴21本は使川済み、新鮮凍結血柴6本皮び赤血球MA P22本は全て医療機  

関に提供済み。  

（2）48人の供血者について   

（力、n戊16イトニjノjの輸血H寺の供血昔2ニj人のうち、l〔）人が両献血し、再献血時  

の検査結果は18人がIIBV関連検査陰惟、l人はIIH c抗体はEIA法陽惟、  

TIT法陰什、l＝うs抗体（lこI＾法）陽性（NAT及びTIIうs抗原陰性）であ  
った。なお、このl人の献血時のtIIうc抗体はIミI∧法で陽什、‖1うs抗体章）  

陽仲であ／〕た（、ド成20牛10月t）I1現在、残る4人のその彼の来所なし） 

② 平成15年5ノj〝）輸血．時の供血者25人のうち、21人が再献血し、再献血時  
の検査結米はⅠIHV関連検査陰仲であった（、n成20隼10ノ」9l1現在、残る  
4人のその彼の来所なし）。  

（3）供血甘個別NAT（ハ試験結果   

① 平成16年3月の輸血時の供血者23人の供血時の保管検体について、個別N  
ATを実施したところ、すべて陰性であった。〕   

②、仁成」5隼3月の輸血時の供血者25人の供血時の保管検体について、個別N  
ATを実施したところ、すべて陰作であ／Jたこ，   

4．今後の対応  

（1）供血者48人のうち、8人の再献血・検奄に係るフォローを行う。  
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（2）血液の安全対策の推進   

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  

（3）その他   

① 受血者の輸血後検体（10ノj12l】）を確保し、再検査したところ、ITBs抗原  

（＋）、ⅠIB s抗体（－）、IiB c抗体（＋）、トIHV－Ⅰ〕N∧（＋）であった。   

② 受血者の肝癌については、平成15年に施術され、平成16年10月の腹部C  

Tでは再発が認められておらず、肝癌と肝障害との閃果関係はないものと考えら  

れる。  

6   



輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  
（1月12日報告）について   

1 経緯   

、軌打7隼1月12Il、Il本赤ト′テ：什から輸1rll＿（赤面．球濃厚液、Ih川、板濃厚液）によ   
るlIIうV感染の疑い事例で患甘が北Lした柾例の報てl〔があ／Jた。   

2 一糾列   

60歳代のり汁l三。頂扶患は血液妖艶〕、n成16隼1月と＝1から5ノj251†真で12l■引こ   

わたり、輸血（赤血球灘削二液合計26単位、血小板濃厚液合計30単位）を受ける。   

輸血前の血液検査（lノJ8＝）では、l‖トり九厘検査l倉「′1三であったが、、軌k16牛  

11月18【†に食欲不振拉）ため、検査したところ、‖Iうs抗原陽件が確認され、同22【1   

の採血の検体で、l川s杭肘（＋）、I1日s抗体（【）、‖B（：抗体（＋）、IIHV   
－Ⅰ）NA（ハNATぴ）（＋）雲）確認された。〕、ド成17隼1日81順り症肝炎を呈した後、肝   

不全により死亡した 

：う：状況  

（l）輸血された血液製剤について   

の、1う該患者には16 人の供血者から採Irll▲された赤血球濃厚液及び血小板濃厚液を  

輸血。   

② 輸血の供血甘と同 一のイ勘fll．者に由来し、「祁寺に製造された原料・血矧ま3本が確  

保、12本は使用済み、新鮮減配川l＿駿12本は全て医療機関に提供済み。  

（2）16人の供血者について   

何 輪血時の供血者16人〃）うち、12人が軒献血し、軒献血時の検査結果はⅠIHV  

関連検杏（－）であった。（、ド成20‡  10月仁）r1現在、残る4人のその彼の  

来所なし）   

② 供血時保管検体の2人〝）陽什l†Il＿から、原料血柴2本、新鮮凍結血柴が2木製造  

され、原料血購は使用済み、新鮮凍糸．冊L坊畏≠）仙川済みであ／った。当該新鮮凍結  

血柴の受血者2宰，のう、ら、1人は輸血後111＝1で死亡、もうl人は【1Hs抗原検  

杏（－）であった。  

（3）供血者個別N∧T（／）試験結果   

① 輸血時の供血▲者16人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したとこ  

ろ、2人がN∧T（＋）であ／った 

セ）、1j該2人は、共に、複数恒1再献血を行っているが、再献血時にt＝ミV関連検査  

（T）であり、川弓（、抗体及びmうc打L体一IgMは（一）、個別N∧T牽）共に（－）  

であった。   

（誘、－∃該2名の供血時の保管検体のウイルス解析の結果、共に、ゲノタイプC サ  

ブタイプadlへと推定、よた、197番11と朋膚番11のl持＝こ12塩状が挿入した極め  

て特殊な変異株と挿入のない野／卜株が存在していた〔、これらは、受血者の血蘭  

も同様に挿入〃）ある変異株と挿入〃）ない野生株を有しており、 者のウイルス  

のシークエンスは亮仝に・放したし）   

4 今後〃）対応  

（1）血液の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に尖施する。  

（2）輸血時の供血者l（り＼のうち、再献血に訪れていない4人についてリlき続き、調査  
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する。  

（3）その他  

（D 供血時保管検体でNAT（＋）となった2名は、その後〝）両l恥ill＿の検査がすべ  

て（一）であり、lIB（二抗体幸）（－）であり、感染脛があった‖用巨件はイ氏い。   

② また、発見されたウイルスのシークエンスは稀なものであり、これらが偶然に  

保管検体2本一致することは考えにくい。   

③ 当該供血者の血液から同時に製造された新鮮凍結血柴の受血者で感染は発坐し  

ていない。   

④ 以上のことから、NAT時に受血者血液が供血者サンプルに混入する等の測定  

上の誤差が発生したH】▲能性も考えられる。   



輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  
（2月4日報告）について   

1纏綿   

、n成17隼2ノj4暮l、tl本赤卜′ト什から輸IfrI＿（人赤1血．球濃厚波）によるI川V感染   
の疑い事例で患者‘がタヒLした症例の報ハがあった。、   

2 事例  

60歳代の升「′1三こ）似疾患は悪化腫瘍。γ成16隼9月と＝lから11月241ほで、   

貧血のため、愉1rll＿を計〔）lriI（人赤l血＿球濃厚液合計14隕位）を受ける 

輸血前の血L液検奔（、n成16勺二8J＝＝1及び9月81り では、Il‖s抗原検査l倉卜′ト   

であったが（9Jj811はtItうs抗体及びIllう（：抗体検査車、陰性）、、n成16年11ノJ   

24【lの輸血時に上川s杭頂検査陽性が確認された（lI‖s抗体及びIⅠⅠう（：抗体検査   

は陰件） 

、n成17隼1ノ］26‖の輸血施行時に、Ⅰ1日s抗原検査陽惟にノ州え、IIIうc抗体検   

奄が陽性となり（II‖s抗体検査は陰仲）、1ノ］311】には黄暗がH現するとと幸）に、   

肝機能検査で高伯をホし、2ノ］2【】に劇症肝炎により死Lした。   

なお、当該患者c／）輸血前rfIl＿液（、匡成16隼9））FH7）の保管検体U）THうV－NATは   

陰件で、輸血後血液（、n戒16隼10月21‖）はl‖V－＼ATは陽性であ／）た。〕輸血後血液   

から検汁1されたtlt3Vは、ジュノタイプIう、サブタイプa dw、C7）／l）r c C領域   

はe抗Jl；（が種牛できない変異株であった。，rIBVl）NA坑は2．9×101（）copi（－S／mIノであ   

った。   

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

① 当該患者には9人の供血者から採1f11▲された赤血球濃厚液を輸血 

¢）9人の供血者と川 一の供血者に由束し、l■r川1二に製造された原料血駿7木及び新  

鮮凍結血巣2本を確保済み。残りの新鮮凍結血柴2本は医療機関へ供給済みであ  
るが、l吏療機関への情敵視供は実施済み 

（2）t）人の供血／鋸こついて   

① 供血者9人のうち、、墨刻鉦宵の平城16年10月21【l採血の輸血後血液が川うV←NAT  

暢仲であ／〕たことから、10ノj21r†輸血以前（9月8＝～9月10日）の輸血に  

係る4人の供血者に対して供血者に呼び目しの協力を依頼し、3人は再献血又  

は両採血済みこ）   

②10月21［】輸血以降の供血者について、2人がその後再採血検査済み。   

③ ①及び（訝の計5宰】については、川汀個別N∧Tを含めtl駅間連検査は陰性だっ  

た。ただし、①の3今’，のうち、1宰，はⅠ＝n c抗体がⅠ二IA法のみ陽件、ⅠII法  

は陰件だったこ）（、丁そ成20隼10ノト9‖現在、残るl名のその後の来所なし。）  

（ニj）供血者個別＼AT（7）試験結果  

輸血時の供血者9人のイ別1川、ナの保管検体について、個別NATを実施したところ、  
すべて陰作であった。   

4 今後の対応  

（l）9月8＝～9J】10「1輸血の4人の供血者のうち、残る供血者l人の再献血・検査  
に係るフォローを行う（再採血の依頼小）。  

（2）血液の安全対策の推進  
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「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着尖に実施する。  

（3）その他  

悪性腫瘍の治療にプラチナ系抗癌剤等（8月18H）及びテガフール・ギメラシ   

ル・オテラシルカリウム（11月101り を使川しており、薬剤性の劇症肝炎の疑   

いも完全には否定できない。  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  
（6月23日報告）について  

1 経緯   

、lそ成17年6月23【】、【1本赤卜字什から輸血（赤血球濃J■由女及び新鮮凍結血柴）に   

よるI用V感染の疑い事例で患者が北Lした症例の報告があった。   

2 事例   

50歳代の卦卜生，原疾患は消化管腫瘍し）、n成17年2月3「】にf術施行のため、赤血   

球濃厚液合計8冊立、新鮮凍結血柴合計30単位を受ける。〕   

輸血前の1f11▲液検査（中城16午12月）では11Iうs抗原検杏l倉卜牛、輸血後の平成17   

牛4Jj61Jでも‖Iis抗原検査陰性であったが、退院畔の、n成17隼4月21FlにHtう   

s抗原検査陽′性が確認された。   
その後、、ド成17年6月13r】に発熱、令身倦怠感等什1現し、肝機能伯が高値をホし、   

6ノj16［j再入院、6月20日には、Iifうs抗体、fiH（：抗体、ⅠⅠⅠう（！抗原、ⅠIIミc抗   

体のいずれも陽性が確認された。また、l刷肌／）ⅠⅠ【う（：の1gM抗体も陽性であり、劇症   

肝炎と診断される。）   

患者は、7月こ＝1にIう彗■摘肘掛汗炎にて死亡した。   

患者の検体の‖BV（7）解析結果は、ジェノタイプC、サブタイプa d rであり、CP／T）r（、   

CollC領域の塩基配列の解析からI）†－CC部位には変輿はなく、CI）（C（甘（－I）romnL（王）部位   

に変異がある日）変異、f）l、（、C野生株であった。   

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

①、lう該患者には20人の供1hL甘から採血された赤IflL球濃厚液等を輸血。   

（∋ 20人の供血者と同 一の供血者に由来し、同時に製造された原料血柴は17本の  

うち10本が確保、新鮮凍結IhI▲柴6本のうち㌻本は確保済み。15本の赤血球濃厚二  

液はすべて医瞭機関へ供給済み。医療機関への情報提供は実施済み。  

（2）20人の供血者について  

供血者2（l人のうち、15人が再採血・献血に来場（Ⅰ旧＼′関連検査は陰性）。）（室盛  

20隼10月9F1現在、残る5幸一の来訪なし。，）  

（3）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者20人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したとこ  

ろ、すべて陰什であった。   

4 ／㌻綬の対症こ  

（l）供血者5人の再献血・検杏に係るフォローを行う（軒採血の依頼中）。  

（2）血液の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対第」を着実に実施するし，  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた  
事例（4月7日報告）について  

1．経緯  
平成18年4月7H、日本赤十字社から輸血（濃厚血小板、赤血球濃厚液）による   

HBV感染疑いの症例の報告があったとの報告が、日本赤十字社からあった。   

2．事例  

患者は、40代の男性で、原疾患は血液腫瘍。平成16年7月から平成17年2月に   
（濃厚血小板計30単位、赤血球濃厚液計48単位）、平成17隼3ノヨから5月に輸血   

（濃厚血小板計130単位、赤血球濃厚液計18単位）を受ける。  

最初の輸血から8ケ月後の平成17年2月22日にはHB s抗原、ⅠiB s抗体、H   
B c抗体全て陰性だったが、平成18年3月に肝不全となり、4月3日にⅠIB s抗原、   
HR c抗体についても陽転が確認された。輸血後の平成17年5月23日の保管検体   
において、HBV－NATは陰性であったが、6月8日の保管検体において、 HB  

V～NATは陽性であった。なお、HCV抗体は輸血前から陽性であった。  
その後主治医は、亜急性劇症肝炎と診断。（4月 7 日 ALT67Iし／mL，   

T－Bi13．57mg／dl，，PTINR2．30） 患者は5月19日に肝不全により死亡。   

3．感染についての状況  

（1）輸血された血液製剤について   

（∋ 当該患者に投与された血液製剤の供血者数は31人（H16年7月～H17年2月）及  
び22人（H17年3月～5月）  
※被疑製剤の対象をH16年7月まで拡大して調査   

② 当該供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血柴51本のうち44  
本使用済みで7本確保済み。新鮮凍結血柴14本はすべて医療機関へ供給済み。  

（2）供血者個別NAT  

供血者個別NATは53人分全て陰性。  
（3）供血者に関する情報   

（∋ 供血者31人のうち、22人が献血又は事後採血に再来し、21人はHBV関連検査  
陰惟。1名はHB s抗体のみ陽件（平成20年10月9日現在、残る9名の来訪  
なし）。   

② 供血者22人のうち、22人すべてが献血又は事後採血に再来し、20人はHBV関  
連検査陰性。2名はIiB c抗体及びHB s抗体陽性。  

（4）その他  

平成17年4月8日、骨髄バンクからの同種骨髄移植を施行。ドナーはHBsAg（一）、   

HBsAb（－）、rlBcAb（－）であった。   

4．今後の対応   

（1）供血者9人の再献血・検査に係るフォローを行う   

（2）「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  
（6月5日報告）について  

1経緯   

、仰い8くト（川5「1、rl本赤†イ什から輸1hL（赤血球濃厚液及び新鮮凍結血蘭）によ   

るIIIうV感染の疑い・打倒で患者がタヒLした症例の報告があった。 

2 事例   

80歳代の升「′L」帰疾患は消化器疾患。，、n成17隼10JJ2211から11ノj29し4よでの   

聞に赤血球濃厚液合計18単位、新鮮凍結血膳合計36中位を受ける。   

輸血前の血液検査（平成17年8Jj311J）ではl川s抗原検杏陰作、AST16及びAl．T  

12であった。〕輸血後の、n成18隼5）j2L1に、AST、Al．Tの上昇がみられ、卜川19tlに   
日日s抗原検査陽仲であり、AST683、Al，T693であ／）た。同患者については、l二記の   

他、次の検体が医峻機榔こ保管されており、それらを検査した結果は次のとおりあっ   

た 

輸血前Ii17．10．22 川3VDNA陰什   

輸血後tI17．11．13 ‖うs抗原陰卜qミ、t11k抗体陰性、Ⅰ1B（：抗体陰什   

輸血後【117．11．21II鋸抗繚陰作、【1日s抗体tミ1A法陽什／／I）tlA法陰性、lⅢ（、抗体陰什  

輸血後【I17．11．27 r‖V－1）＼A陰性   

輸血後Il18．06．02 川k抗原l掛卜1三、＝ミs抗体陰惟、111う（、抗体陽惟、上1肌一DNA陽性   

その後、平成18年6月12‖に北L。急性肝炎から劇症肝炎にう至り 、肝不全による   

タヒ亡と考えるとの担）1う医の見解である。   

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

① 当該患者には29人のイ別1t■者から採血された赤血球濃厚液等を輸血。   

② 29人の供血者・とl■r】－のイ主用L者に由来し、同時に製造された原料血幣は27本の  

うち11本が確保、16本が使用済み。新鮮凍結血柴8本のうち6本は確保済み、  
2本は医疲機関へ供給済みこ）18本の赤1f11球濃厚液はすべて医療機関へ供給済み。  

（2）29人の供血者について  

供血者29人のうち、27人が両採血・献血に来場（27名げ＝旧V－f）NAは全て陰什、  

そのうち2名は‖k抗体及びrlB（、抗体陽什、1宰，はflBs抗体のみ陽惟、残る24  
名は日日V関連検査陰性）。（斗り克20隼10月9ト1現在、残る2名の来訪なし。）  

（こう）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供Irll＿者29人の供血時の保管検体について、個別N∧Tを実施したとこ  
ろ、すべて陰性であった。   

4 今後の対応  

（1）供血者2人のIり桶川l＿・検査に係るフォロ ーを行う（軒採血の依願中）、）  

（2）JIL油の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（2月20日報告）について  

1 経緯   

平成19年2月20日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）による11BV感染  

の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。  

2 事例   

60歳代の男性。原疾患は消化器腫瘍。平成18年8月3l1に、輸血（赤血球濃厚   

液合計4単位3本）を受ける。   

輸血前の血液検査（平成18年7月11日）ではHB s抗原検査陰性であったが、  

輸血後の平成18年9月26日に、HB s抗原検査陽性となった。10月24日の悪   

心、嘔吐、腹痛にて受診、AST1364、AIJT1306、肝不全を認めるこ）10   

月25日に多臓器不全により死亡。感染経路が不明であるが、輸血によるIl上うVの感   

染が否定できないとの担当医の見解である。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

①当該患者には3人の供血者から採血された赤血球濃厚液を輸血。   

②当該製剤と同一供血者から製造された3本の原料血祭は全て確保済み。  

（2）3人の供血者について  

3人の供血者のうち、2名が再採血・献血に来場（2名の【1附関連検査は全て陰  

性）。（平成20年10月9  日現在、  残る1名の来訪なし。）  

（3）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者3人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したところ、   

全て陰性であった。  

4 今後の対応  

（1）供血者1人の再献血・検査にかかるフォローを行う。  

（2）血液の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（1月23日報告）について  

1 経緯   

、打成20隼1月23‖、［i本赤卜字杜から輸血（赤血球濃厚汲、血小板濃厚液）に   

よるⅠIfミV感染〝）疑い車例で患者が死亡した症例の報て1iがあった。  

2 宰例  

60歳代のり川三。，頂疾患は骨髄異形成症候群。、n成19隼7月12「1から、平成19   

牛12月20Llにかけて、輸l†1l．（亦IflI＿球濃厚液合計42単位（2単位21本）、血小   

板濃厚液合計160iiり＼ンニ（10中位16本））を受ける。1   

輸血前の血液検査（、首成19隼7Jjll【l）では‖Ⅰうs抗原検査陰惟、IIH s抗体   

検査陰惟、Ilfう（：抗体検査陰什であったが、輸血後の、K戌20隼1月8日に、Ⅰ1B s   

抗原検査陽作、I川V－1）N∧検査陽性となった。垢疾患で入院qりこ輸血を受け、平   

成19年12月8【1に退院，その後、、n成20隼1J＝＝」に倦怠感、発熱により再度   

入院、∧ST3368、AI，T284：3。、1月10Hには∧ST7674、ALT5   

030まで卜昇、習［1急性Ⅰミ型肝炎にて死L。輸血と死亡との関連惟ありとの担当医   

の見解である。  

ニう 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

仲当該患者には37人の供血甘から採血された赤血球濃厚液及び血小板濃厚液を輸  

川上   

②甘該製剤とl■r卜供血者から製造された26本のノj古杵血腫、11本の新鮮凍結血婦  

は全て確保済み。  

（2）37人の供血者について  

37人の供血者のうち、聯  

7月12し1から10月31t二1）に輸血に佐川された血液の供血者は24名であり、  

24名全日が献血に再来又は再採血に協力いただいた（HBV－」）NAは全て陰性。  

1名はHli（二抗体及びHB s抗体陽件、2辛．は11B s抗体のみ陽惟であった）。  

（3）供血者仰捌いATの試験結果  

輸血時の供血諸17人の供1fll▲時の保管検体について、個別NATを実施したとこ   

ろ、全て陰什であ／〕た。  

4 今後の対応  

（l）血液の安仝対策の推進  

に実施する。  「輸血医療の安全確保〝）ための総合対策」を着実  
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輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（2月8日報告）について  

1 経緯   

平成20年2月8‖、日本赤卜字社から輸血（赤血球濃厚液、血小板濃厚液）によ   

るHBV感染の疑い事例の報告があり、その後3月17日に、患者が死亡したとの報   

告があった。  

2 事例  

80歳代の男性。原疾患は急惟骨髄性白血病。平成19年6月28日から平成20   

年2月3日にかけて、輸血（赤血球濃厚液合計78単位（2単位39本）、血小板濃   

厚液合計670単位（10単位67本））を受ける。   

輸血前の血液検査（平成19年6月15日）ではHB s抗原検査陰件、HBc抗体   

陰惟であったが、輸血後の平成20年2月4日に、HB s抗原検査陽惟、HBe抗原   

検査陽性、HIうs抗体検査陰性、HIうc抗体検査陽惟、HBV－I）NA検査陽性とな   

った。輸血後の平成20年2月6日にAST221、Al．TlO6となり、3月12   

日、急性B型肝炎にて死亡。輸血と死亡との関連惟ありとの担当医の見解である。  

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

①当該患者には106人の供血者から採血された赤血球濃厚液及び血小板濃厚液を  

輸血。   

②当該製剤と同一供血者か ら製造された95本の原料血柴のうち、93本確保済み  

（2本使用済み）、11本の新鮮凍結血奨は全て確保済み。  

（2）106人の供血者について  

106人の供血者のうち、当該患者のHfうs抗原が陽転化する前（平成19年6   

月28日から11月28日）に輸血に使用された血液の供血者は56名であり、そ   

のうち55名が献血に再来又は再採血に協力いただいた（55名のIIBV－DNA   

は全て陰性。1名はEIA法で11B s抗原及びHBc抗体陽性、1孝一はHB s抗体   

及びHB c抗体陽性、1名はHB s抗体のみ陽性、その他の者は全て陰惟））（平  

成20年10月9日現在、  残る1名の来訪なし。）  

（3）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者106人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したと   

ころ、全て陰性であった。  

4 今後の対応  

（1）平成19年6月28日から11月28日輸血の56人の供血者のうち、残る供血  

者＿⊥星の再献血・検査にかかるフォローを行う。  

（2）血液の安全対策の推進  
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Ⅷ糾‖＿l束療〝）′友仝確保Ⅵための総合対策」を着尖に実施するく、  
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